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自
分
史
に
見
る
世
代
性 

 

金
沢
学
院
大
学
基
礎
教
育
機

構
の
第
八
回
講
座
「
自
分
史
に

表
さ
れ
た
『
昭
和
の
人
生
』」
は

十
二
月
二
日
、
３
号
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
中
西
茂
行
教
授
＝

写
真
左
＝
が
、
大
正
か
ら
昭
和

初
め
に
生
ま
れ
た
世
代
が
書
い

た
自
分
史
を
テ
ー
マ
別
に
紹
介 

し
、
満
州
で 

の
生
活
や
戦 

争
体
験
な
ど 

の
記
憶
が
原 

風
景
や
転
機 

と
な
っ
て
い 

る
こ
と
な
ど 

世
代
性
の
特 

徴
を
解
説
し

ま
し
た
。 

 

東
高
校
が
学
校
説
明
会 

 

来
年
度
入
試
に
向
け
た
金
沢

学
院
東
高
校
学
校
説
明
会
＝
写

真
左
＝
は
十
一
月
二
十
五
日
、

金
沢
市
観
光
会
館
で
開
か
れ
、

参
加
し
た
生
徒
、
父
母
に
東
高

校
の
教
育
方
針
、
新
校
舎
の
建

設
計
画
な
ど
を
説
明
し
ま
し

た
。
石
田
毅
士
郎
校
長
が
「
『
創

造
』
を
教
育
理
念
と
し
、
四
つ

の
コ
ー
ス
で
一
人
一
人
の
個
性

を
育
て
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。 

学
校
紹
介
ビ
デ
オ
を
上
映
し
た 

後
、
大
学
進
学 

状
況
や
部
活
動 

の
実
績
、
奨
学 

金
制
度
な
ど
を 

説
明
し
ま
し 

た
。
個
別
面
談 

も
行
わ
れ
ま
し 

た
。 

村
田
教
授
が
芸
術
院
会
員
に 

ま
し
た
。 
 

記
録
は
ス
ナ
ッ
チ
１
４
３

㌔
、
ジ
ャ
ー
ク
１
８
５
㌔
、
ト

ー
タ
ル
３
２
８
㌔
で
、
従
来
の

記
録
を
１
㌔
上
回
る
納
得
の
出

来
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、

優
勝
し
た
中
国
の
選
手
と
比
べ

る
と
ト
ー
タ
ル
で
ま
だ
33
㌔

の
差
が
あ
り
、
目
標
の
北
京
五

輪
出
場
に
向
け
て
、
ス
ナ
ッ
チ

を
強
化
す
る
方
針
で
す
。 

自
己
の
持

つ
日
本
記

録
を
更
新

し
、
６
位

に
入
賞
し 

 

不
確
か
な
記
憶
で 

予
期
せ
ぬ
展
開
へ 

演
劇
集
団Rough

公
演 

 

金
沢
学
院
大
学
演
劇
部
演
劇

集
団Rough

（
ラ
フ
）
の
第
九

回
公
演
「
ど
う
そ
う
か
い
」
は

十
一
月
十
一
日
、
十
二
日
、
金

沢
市
民
芸
術
村
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
十
五
年
ぶ
り
に
再
会
し
た

同
級
生
が
昔
話
に
花
を
咲
か
せ

る
う
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
不
確
か

な
記
憶
が
絡
み
合
う
こ
と
で
、

あ
り
も
し
な
い
教
師
殺
人
事
件

を
作
り
上
げ
る
と
い
う
、
ユ
ニ

ー
ク
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
脚
本
で
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。 

万
葉
歌
の
魅
力
を
解
説 

文
学
部
特
別
講
義 

 

金
沢
学
院
大
学
文
学
部
の
特

別
講
義
は
十
二
月
一
日
、
４
号

館
講
堂
で
行
わ
れ
、
奈
良
大
学

の
上
野
誠
教
授
が
「
働
く
万
葉

び
と
」
と
題
し
て
、
万
葉
集
の

歌
の
魅
力
を
解
説
し
ま
し
た
。 

 

上
野
教
授
は
、
万
葉
歌
か
ら

類
推
で
き
る
奈
良
期
の
農
村
の

風
景
や
貴
族
、
役
人
、
農
民
の

姿
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

田
の
立
地
や
形
態
を
表
現
し
た

言
葉
、
耕
作
や
稲
の
状
況
を
指

す
言
葉
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
職
員
の
新
谷
義
人

さ
ん
＝
顔
写
真
＝
は
、
カ
タ
ー

ル
の
ド
ー
ハ
で
開
か
れ
て
い
る

ア
ジ
ア
大
会
の
重
量
挙
げ
男
子

77
㌔
級
に
出
場
し
、
ス
ナ
ッ

チ
、
ジ
ャ
ー
ク
の
ト
ー
タ
ル
で 

ア
ジ
ア
大
会
６
位 

作
品
制
作
で
筆
を
取
る
村
田 

教
授
＝
鎌
倉
市
の
自
宅 

 

洋
画
家
で
金
沢
学
院
大
学
美

術
文
化
学
部
の
村
田
省
蔵
教
授

が
十
二
月
十
五
日
付
で
日
本
芸

術
院
会
員
に
発
令
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
原
風

景
を
重
厚
で
温
か
み
の
あ
る
画

風
で
描
き
、
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
芸
術
院
会
員
に
名
前
を

連
ね
る
本
学
教
員
は
、
陶
芸
の

大
樋
長
左
衛
門
美
術
文
化
学
部

長
、
日
本
画
の
中
路
融
人
教
授

に
次
い
で
三
人
目
で
す
。 

 

村
田
教
授
は
平
成
十
二
年
の

美
術
文
化
学
部
発
足
時
か
ら
本

学
で
教
壇
に
立
ち
、
学
生
の
指 

 
上野誠教授 

サ
ッ
カ
ー
北
信
越
リ
ー
グ
の
ツ

エ
ー
ゲ
ン
金
沢
で
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
宮
澤
ミ
シ
ェ

ル
氏
が
「
こ
れ
か
ら
の
サ
ッ
カ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。
本
学
と
ツ
エ
ー
ゲ

ン
金
沢
の
産
学
連
携
に
よ
る
初

め
て
の
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

ジ
ェ
フ
市
原
（
現
ジ
ェ
フ
千

葉
）
で
活
躍
し
、
現
役
引
退
後

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
者
な
ど
と
し
て

活
躍
す
る
宮
澤
氏
は
、
プ
ロ
の

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
チ
ー
ム
が
地

域
に
及
ぼ
す
経
済
効
果
な
ど
に

つ
い
て
軽
妙
な
語
り
口
で
解
説

し
、「
も
っ
と
地
元
か
ら
応
援
し

て
ほ
し
い
」
と
要
請
し
ま
し
た
。 

 

金
沢
学
院
大
学
経
営
情
報
学

部
の
特
別
講
義
は
十
一
月
三
十

日
、
４
号
館
講
堂
で
行
わ
れ
、 
宮
澤
氏
が
軽
妙
な
語
り
で
魅
了 

 

ツ
エ
ー
ゲ
ン
連
携
で
初
事
業 

導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

 

村
田
教
授
は
金
沢
市
出
身
で

鎌
倉
市
在
住
。
石
川
県
出
身
の

洋
画
家
で
芸
術
院
会
員
に
な
る

の
は
四
人
目
で
あ
り
、「
古
里
石

川
に
は
感
性
に
訴
え
る
叙
情
の

風
景
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
今

後
も
そ
れ
を
題
材
に
集
大
成
の

作
品
を
制
作
し
て
い
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

「
ど
う
そ
う
か
い
」
を
演
じ
る

演
劇
部
員
＝
金
沢
市
民
芸
術
村  

 

重
厚
で
温
か
み
あ
る
画
風
に
評
価 

重
量
挙
げ 

新
谷
さ
ん
、
日
本
新
で
入
賞 

経
営
情
報
学
部 

特

別

講

義 

 

サ
ッ
カ
ー
の
面
白
さ
に
つ
い
て

話
す
宮
澤
氏
（
右
）
＝
講
堂 


